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筆者 らは,同地域の教育委員会,適 応指導教室,大 学が連携 し,地域の小中学校において支援ニーズの
ある児童生徒に対する学校支援ボランティアの派遣 とその支援に,発達障害支援ア ドバイザーとして数年
前からかかわってきた。発達障害支援ア ドバイザーは,学校 と学校支援ボランティア及び大学,適 応指導
教室,市 教委等の関連機関を繋 ぐコーディネーターの役割を果たす ことで限られた人的資源を効率 よく活
用 し,より質の高い支援を提供で きる体制 を構築することを目指 して配置されたものである。本論文では
学校支援ボランティア事業における発達障害支援ア ドバイザーの主な役割や実際の取 り組みについて紹介
し,支援システムをどのように構築 してきたかモデルを提示 した。 また,発達障害支援ア ドバイザーの活
動実践に関する学生からの評価や現場における対象生徒の行動の変容について検証 し,今後の示唆を得た。
キー ワー ド:学 校支援 ボラ ンテ ィア,
イザー
支援システム,地域組織間連携,チ ーム援助,発 達障害支援ア ドバ
1.問題と目的
現在,学校現場では不登校,いじめ,発達障害など様々























単独でチームの援助者 として動いてい くことは難 しく,














生徒 もしくは保護者 もお り,通常学級には在籍 している
が,学習に遅れをきたしている場合もあり,そのような課














・適応指導教室にて派遣学生 との話 し合いの上,LPの配置校 ・対象児童生徒が決まった段階でLP派遣の決
定通知を教育委員会経由で学校 に送 る
※家庭派遣 については,LP,学校関係者,保 護者,適 応指導教室,市 教委(女 性LPのみ)で 支援会議





図1.LP(ラ イフパー トナー)派 遣申請の流れ

























障害支援ア ドバイザーの活動実践を一事例 として検証 し
今後の示唆を得ることを目的とする。
H.本学校支援ボランティア事業の経緯と概要






らず,発達障害児(疑 いも含む)も 多 くお り,ボランティ























絡会(場 所:福 井大学,出 席者:各 適応指導教室LP担





















事業に 「発達障害支援ア ドバイザー」が配置 されること
となり,委託事業を終了 した現在 も大学内でその役割が












目指 して,発達障害支援ア ドバイザーが配置 された。指
定校それぞれの特色と選定の理由を以下に述べる。Z中























教諭 と対象生徒 についての情報共有が非常 に重要であ
る。そこで発達障害支援アドバイザーはZ中 学校で行わ
れている 「ランチの会(月 に数回程度の割合で教頭 ・各
学年主任 ・特別支援 コーディネーター ・生徒指導担当教
諭 ・スクールカウンセラーらで構戒 されている非公式か




学生によるLP活動がスター トする前に,校長 ・教頭 ・
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図3.LP活動を支える授業の仕組み




をお願いし,学習面 ・心理面 ・行動面等での困難 さを把
握するとともに,担任による客観的な対象生徒の様子 と
指導ニーズなどについて調査 している。また,援助チー







ている。それに基づいた助言 をLP学生 に対 して行い,
より良い具体的な支援をともに考えている。学級や対象
生徒 についての観察記録 も独 自に残すようにしてお り,
担任など関連する教諭 らが閲覧できる形をとっている。
(3)教諭との情報共有
LP活動を円滑に進めてい く上で,教 諭 と対象生徒に
ついての情報共有が非常に重要である。月に数回程度
行っている 「ランチの会」(前述)に 発達障害支援ア ド








たところで,(必要に応 じてLP学生 を交えて)そ の情
報を担任や教科担当教諭 と共有 し支援方法についてチー




が混乱に巻 き込 まれることがないよう,学校全体 として
対象生徒に関する理解 と対応が どのようなものであるか






報告書 を持参 し,担当のティーチ ングアシスタント
(以下,TA)や大学教員に提出することになっている。
提出された報告書を授業時間内にTAが読み,活 動内










































































視察 した機関では,机や黒板の配置の仕方,掲 示 され
ているものの内容 ・位置の配慮等の環境調整や,声 かけ






















になってお り鏡文字 も見 られた),学習障害の傾向が疑
われた。 しか しLPによっては,「左利 きだか らその よ




支援 としてスペルミスが見 られた場合,自 尊心を傷つけ
ないよう必要に応 じてスペルチェックを行 うなどの支援
策 をともに考え,継続的に実施 して もらった。LP学生
によっては少 しで も書字の苦手 さを解消できるよう板
書 された字をメモ してす ぐ横で見せ,最 初の文字(例:
animalであればa)の みプロンプ ト(刺激)と して提
示する等,援 助チームの一員 として独 自のアイディアを
出しなが ら工夫 して援助に当たってくれた。結果ノー ト
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表2.[石 隈 ・田村式援助チームシー ト 標準版](担任記入) 実施日:2000年△月口日 第1回
生徒氏名Bさ ん 学習面 心理 ・社会面 進路面
・い い と こ ろ 美術/技 術は,黙 々 素直で特定の生徒 となら ものづ くりが得意で高校
・生徒 の自助資源 と作業に取り組める ば付き合える 進学を希望
・気 になる ところ 低学力,主 要5教科(特 ぶ っきらぼ うな性格で
・援助が必要な所 に数学)が苦手で,分 幼い所がある
情報のまとめ からないと学習意欲が 人付 き合いは不器用
下がる
してみたこと ・LPの活 用 ・チ ー ム ミ ー テ イ ン グ
今までに行った援助と ・通級指導 (通級担当者・発達障害
その結果 支援ア ドバ イザー)








これからの援助で誰が 知能検査実施/個別指 学級内での人間関係の ・適切な自己理解に向け
援 助 案 何を行うか 導(通級担当者) 構築 た支援








担任か らの事前情報では,行動面の課題(落 ち着 きの
なさ,忘 れ物の多 さ)等が挙げられてお り,保護者から
の依頼 もあり行動観察を行った。授業場面では,手足が
常に動いてお り(例:筆 記用具をいじる,上履 きをしっ
か りと履かずブラブラと足 を揺らせているなど),多動
傾向が疑われた。対象生徒に関する話 し合いを学校訪問
の度に行い,そ の特性や今後予想 される困難 さについて
担任や通級担当教諭などと意見交換を行った。客観的な
指標 を簡易に得 るための調査票LDI1°)(回答者:担 任,










いても 「以前 よりノー トをとったり課題を考えたりする
















ス会議への参加 を要請 されることがある。 これまでに
あった緊急ケース会議の一事例を以下に紹介する。長期
休暇前に学校内で自傷行為が見 られた為,学 校長の声か
けにより緊急のケース会議(参加者:校 長 ・教頭 ・学年
主任 ・担任 ・発達障害支援ア ドバイザー)が開かれた。
そこで今 までの行動観察や聞き取 りから予想 される現在
の病態や今後の対応の仕方について検討 した。LP学生
に対 しても対象生徒の状況 を伝 え,ナ イフなどの所持 ・




ていくことを目指 して今後 も関係する教諭 らと綿密な情
報交換を行いなが ら見守っていく必要がある。
2.学生からの評価
次にLPと発達障害支援 ア ドバイザーとの関係 という
視点から,支援活動の効果 を考察する。活動終了後,当
指定校のLPに発達障害支援ア ドバイザーの存在の認知
度 とLP活動を行 う際にどのような影響 をもた らしたか
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等 についての ア ンケー ト調査 を行 った。以下,表3の 項






4.支援方法 ・対応 に関するア ドバイスの提供
5.派遣校の教諭 らとの連携 ※平成27年度のみ
(1)発達障害支援ア ドバイザーの認知度
「LP活動 中,派 遣校や大学で発達障害支援 ア ドバイ
ザーと係る機会があ りましたか?」 という問いに対 し,
平成26年度は92%(12/13人※未回収2名分は除外)
の学生が 「ア ドバイザーと係わる機会があった」 と回答
してお り,ほ とんどの学生が発達障害支援ア ドバイザー
の存在 を認識 していたと言える。平成27年度は71.4%
(5/7人※未回収8名分は除外)の 学生がア ドバイザー











提供 されるが,時 間的な制約 もあり充分伝わり切れてい
ない事 も多い。その為,活 動の現場やケースカンファレ
































発達障害支援ア ドバイザーの役割 として,ケ ースカン
ファレンスのファシリテーター役があり,LP活動の現
場の教諭 を招 き,活 動の振 り返 りと課題に対 し協働 し
なが らLP学生の活動意欲向上に努めている。そのこと
を意識 し,平成27年度のアンケー ト調査には 「ケース
カンファレンスに派遣校の教諭が参加することによる影
響」 に関 して回答 を求めた結果,表4(下 記)の ような
自由記述での回答が得 られた。
派遣校の校長や教諭がケースカンファレンスに参加 し
て くださることによって,対 象生徒の様子 をより具体
的に知 り活動に活かすことができるようになってお り,














対象生徒 の現状 を詳 しく知 るこ とがで き,
考になった
活動の参
先生(発 達障害支援 ア ドバ イザー)の 見立 てを知 る
ことがで き,そ れを意識 して 自分の係 わ りを考 えら
れた
先生(発 達障害支援 ア ドバ イザー)か らのコメン ト
を頂けて,活 動 に自信が持 てた.自 分 と同 じ部活 を
みている人のシー トも参考 にさせてもらった
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【IV.2.(3)】〈心 の 支 え ・相 談 相 手 〉





心の支えに もなった し,実 際の活動で役 に立つ事 を
沢山教えて下さった
4
活動終 了時 に 「活動 どうで したか?」 と聞かれて,
LPの活動 について話 し合った.





活動中や後にお話す る機会があ り,悩 んでいること
や困 っているこ とを相談で き,ア ドバイス もいただ
け,活 動 にもア ドバイス をいかせることができた
【IV.2.(4)】〈支援方法 ・対応 に関す るア ドバ イスの提供〉
1
生徒 との係 わ り方 についてア ドバ イス を頂 き,参 考
になった
2
活動 日の変更につ いての相 談,生 徒 との係 わ り方の
指導をして頂いた
3 一部の対象児についての説明を受けた
4 い じめが起 きた ときの対応について教 えていただいた
5
(LP活動)報 告書を読んで,支 援 の仕方などについて







特 に どの生徒 を見てい けばい いのか とい うことや,
授業中での生徒 との係わ り方 を教 わった.そ のこと







校長先生や教員 の話 を聞けて,ど う考えて らっ しゃ
るのか知 る機会になった










6 子 どもの様子を知ることができ,活 動 に活かせた
7
部活動のサポー トを していたが,教 諭が(部 活動の






















あったが,平 成27年度に関 してはアンケー トの回収率









今後 もそれが適わない場合 も生 じる。そのような場合,
ケースカンファレンス等でLP学生が利用できる情報や
手立てなどを発達障害支援ア ドバイザーとして具体的に




















自由記述,有 効回答者数:平 成26年度10名(※内1名が2領域で回答 した為,N=11),平成27年度10名(N=10)
記述 カテゴリー H26年度N(%)H27年 度N(%)
①情緒的安定
LPと共に過 ごす ことによって,児 童生徒が笑顔や柔 らかい表情を見せ るようになっ
た り,落 ち着いた態度が増 えるなど精神面での肯定的な変化が見 られる。
0(0%) 2(20%)
②積極的態度
LPと共 に過 ごすこ とによって,児 童生徒 が前 向 き ・意欲 的に活動す るようになる。2(18%)
また意欲的な活動 によって得 られた成就感が次の活動へ の意欲 を引 き出 し,意欲⇒成
就感→ さらなる意欲へ,と い う良い循環が定着する。
1(10%)
③対人関係面 ・社交性
LPとの交流 を基盤 ・手本 に して,児 童生徒が他児童や教 師などを含めた他者 に心を
開 き,他 者 との交流を楽 しむようになる。
1(9%) 2(20%)
④学習意欲
LPが傍 らについていることによって,児 童生徒 が安心かつ集中 して学習や授業に取5(45%)


















LP活動の曜 日 ・時間 ・回数が固定的で児童 ・生徒 の状態に応 じて柔軟に変 えられ
なかった り,LP活動の申請 ・継続に関わる手続 きが煩雑 であるなど,支 援制度 に




児童 ・生徒への係わ り方が適度 に受容的,あ るいは適度に指示的であるなど,児童・
生徒 との係わ りに課題がある。
また,教 師 との情報交換 ができなかった り,活 動報告書 の提出が遅いな ど,自 分
のLP活動 を現場教諭 と共有 し,チ ームで支援するという姿勢に欠ける。
2(14%) 15(100%)
③態度 ・服装
欠席回数が多い,欠 席 についての事前連絡が ない,活 動 に遅刻す るなど,LP活動
への大学生の意欲 ・態度に問題がある。




教師が多忙でLP活動 を行 う大学生 と十分 な事前 ・事後の打 ち合わせができなかっ10(71%)
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多かった"という回答があった。今後 適切な枠組みを




4.LP及 び発達障害 支援 ア ドバイザ ーの支援活 動に よ
る効 果 の検討 ～指 定校Z中 学校 の教諭 に よるア ン
ケー ト結果か ら～
2014年度及 び2015年度のLP派 遣学校 の教 師 に対す
るア ンケー ト結果 か ら,指定校Z中 学校 の結果 を抜粋 し,
分析 を行 った。LP及 び発達 障害支援 ア ドバ イザー に よ
る支援 を受 けた生徒 のLP活 動終了 時の行 動変容等 を含
め,ア ンケー トの質問項 目の うち,(1)「LPの利用 に よ
り児童生徒が良 くなった点 を 自由にお答 え くだ さい」 に
対 す る20名 分(2014年度:10名,2015年度:10名)
と(2)「LPを利 用 してみて,もっ とこ うす れば よい と思 っ
た点やLPに 対 する要望 をお答 え くだ さい」に対 する29
名分(2014年度:14名,2015年度:15名)の 回答の2
点 について,そ れぞ れ表5,6(前頁)に 示 した記述 カテ
ゴ リー(※)別 に以下 の ような 自由記述 の回答が得 られ
た。 カテゴ リー毎 に主 な回答 を記載す る。
※ カテ ゴ リー生 成 に関 しては,ア ンケ ー ト回答 者全
体(2014度は(1)の 回答者 数98名 分,(2)の 回答者
数89名 分,2015年度 は(1)の 回答者数101名分,(2)
の回答者 数89名 分)の 結 果 を,分 析 者2名 で共 通す る








昨年度は落ち着 きがな く素直さがなかったが,次 第に
落ち着 き,集 中力がついて きた
少 しずつではあるが,落 ち着いて他 の生徒 と授業に参
加できるようになってきた
②積極的態度
























特に(変 化は)分 か らない
〈(2)LPを利用 してみて、 もっ とこうすれば良いと思 っ
た点やLPに対する要望〉
①支援制度 ・マネジメント
(LPの時間的な制約 の為入 って もらえなかったが),5
教科の授業,特 に数 英に入って もらえると有 り難かっ
た
②支援内容 ・方針
もっと積極的に声 をかけて くれると有 り難い
さりげない学習へのサポー トをお願い したい
本人が支援を希望 した時に支援 をお願いしたい
指導支援 とは,適 度 に褒め,叱 ることだ と思 う.叱 る
場面 を見たことが ないが,そ うい うものなのか?
個別指導の時間 をできるだけ長 くし,め あてが達成 さ
れたとき,大 げさにほめる(こ とを してほ しい)
③態度 ・服装
最初 に 「この時間は毎週来て下 さい」 と話 して も来な
い状況が続 くと生徒 も期待 しな くなる.休 む時は連絡
してほ しい
④学校側 の支援体制
支援の内容 について打 合せ をす る時 間を持 てれば良
かった.授 業前の休み時間にステーシ ョン(教 科別教
諭部屋)に 寄 って くれると有 り難い
教科担任の連携 よりもクラス担任 との連携 を重視すべ
き.ク ラス担任 とLPがどのような連携 をとっているの
か周知 している必要がある














意識が生 じ,他の生徒 も質問しやす くなるというメリッ






















きた方が支援 を積極的に行 う動機付 けにもな り,その































携 をし,LPを通 して各小中学校の児童 ・生徒の支援が




床であるかぎりは 「学校 という組織を意識 した援助」が
不可欠である(吉川,1999)11)。スクールカウンセラー(以
下SC)の経験 をしてきた筆者ではあるが,発 達障害支





議(ラ ンチの会)に 参加することを通 して,管理職や学
年主任など学校組織の中でも全体を見渡せるレベルのと
ころで情報共有 ・情報収集を行 うことで,学校全体 とし
てLPが求められているニーズを知ることができた。LP
にそれらの情報を厳選 しなが ら伝え,対象生徒の特性お
よび支援方法 ・対応に関して伝達 したことは,前述 した
発達障害支援ア ドバイザーの評価アンケー トの中でも一
定の評価が得 られている。





















交わしなが ら作成 したことは,今後 さらなる連携体制 を
深める上で大 きな意味があったと言 える。今後 も校長
会や小中学校の教育相談部会においてLP事業の説明を
行 うなど,理解 と協力を得 られるよう地道な取 り組みを
行っていく必要があろう。
(2)継続性を持たせた支援システムの構築
指定校 において,H26年度か ら援助チームシー トを
利用 しなが ら活動を展開してきた。H27年度は援助チー
ムシー トをA4に簡素化 し,さ らに現場の先生方への負
一47
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生徒理解 ・教育支援シー ト」を学校関係者が中心 となり




















かけて くれることを望む意見 もあれば,"さ りげない"
学習へのサポー トをお願い したい"(対象生徒)本 人が









童生徒 との関係を築 きなが ら,その介入の仕方 ・支援の
仕方についてケースカンファレンスや活動記録の添削等























































をこれまで担 う中で,振 り返 りの場の質をさらに保障 し
てい く為の支援方法を見出していければと考えている。
他の大学で紹介されている方法(山 本,2014)13)等を参
考にして,LP事業に見合った振 り返 りシー ト等の開発












































Devising the support system of the school volunteer program in collaboration with community organizations.
Shizuka SUZUKI, Asami ODA, Masafumi OHNISHI, Aiko HIROSAWA, Miku SASAHARA, Kenichi MATSUKI
Abstract : In collaboration with community organizations like the Board of Education, the Educational Support Center, and the University, the 
authors have been concerned with sending school volunteers for students with special needs in a local elementary and junior high school and 
standing by them as the Support Advisor for Developmental Disabilities (SADD) from several years ago. The SADD was assigned to utilize the 
limited human resources efficiently and to construct the system for providing higher quality support hrough playing a role in coordinating with 
school volunteers and related organizations like the above mentioned ones. This article introduces the SADD's main roles and practical activities 
in the school volunteer project, and shows the model that we have built as a support system. Furthermore, the authors verified the evaluation of the 
SADD's practical activities by school volunteers and the transformations of students who have special needs in school which lead to suggestion for 
future ndeavors inthis field.
Keywords:schoolvolunteers,supportsystem,collaborationofcommunityorganizations,teamsupport,supportadvisorfbrdevelopmental
disabilities
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